
This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two
conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and (2) this device must accept
any interference received, including interference that may cause undesired operation.

Part 15.21: Changes or modifications to this device not expressly approved by Vertex Standard
could void the user’s authorization to operate this device.

CAUTION: This device and its antenna(s) must not be co-located or operated in conjunction with
any other antenna or transmitter. End users cannot modify this transmitter device. Any unau-
thorized modification could void the user’s authority to operate this device.

To comply with FCC RF exposure compliance requirements, a separation distance of at least 20
cm must be maintained between the antenna of this device and all persons.

The term “IC” before the radio certification number only signifies that Industry Canada technical
specifications were met.

This device complies with RSS 210 of industry Canada “IC”.

“Operation is subject to the following two conditions:
(1) this device may not cause interference, and
(2) this device must accept any interference, including interference that may cause undesired

operation of the device.”

L’ utilisation de ce dispositif est autorisée seulement aux conditions suivantes : (1) il ne doit pas
produire de brouillage et (2) l’ utilisateur du dispositif doit étre prêt à accepter tout brouillage
radioélectrique reçu, même si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement
du dispositif.

“The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such
that it does not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; con-
sult Safety Code 6, obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.ca/rpb”

Labeling: When the module is installed into the system, the following information shall be placed
on the outside of final host system.

Contains FCC ID: K660H464X10
IC : 511B-0H464X10

Bluetooth® Adapter Unit “BU-2”

The “BU-2” is a Bluetooth® Adapter Unit for Vertex Standard Transceivers*. When the
Bluetooth® headset “BH-1/A”, “BH-2/A” is used with the “BU-2” Adapter, you can enjoy com-
fortable hands free operation.

*: Please refer to the Vertex Standard catalog for the correct “BU-2” Adapter for the radio you are using.

This Bluetooth® radio module has to be installed and used in accordance with the technical descrip-
tion/installation instructions provided by the manufacture.
This Bluetooth® radio module is intended to be placed on the market in all States, where the Bluetooth®

technology and the used frequency band is released.
For detail information concerning type approval of this module (e.g. where this module is already
pre-approved) please contact the manufacturer.
The system may only be implemented in the configuration that was authorized.
Note that any changes or modifications to this equipment not expressly approved by the manufac-
turer could void the user’s authority to operate this equipment.
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Bluetooth®ユニット“BU-2”

BU-2の取り付けを安全・確実に行うために、取り付け作業の前に、下記の準備を行ってください。
・	トランシーバーの電源を OFFにして、接続されているすべての電池パック、ケーブル、コード類を外す。

・	身近な金属に触れて、体の静電気を除去する。

１．電池パックを取り外し、防水シー

トを剥がします。

・	剥がしにくい場合は、ピン

セット等を使用して剥がして

ください。

・	糊カスが残っていると防水効

果が得られませんのできれい

に剥がしてください。

２．VX-8Dに付属の BU-2取り付け
用延長コネクターを拡張コネク

ターに差し込みます。

３．延長コネクターを取り付けた部

分に BU-2を差し込みます。
４．VX-8Dに付属の新しい防水シー
トを貼り付けて終了です。

・	防水シートのまわりを指で押

し付けて確実に貼り付けてく

ださい。

BU-2

VX-8Dに取り付ける場合 FTM-350シリーズに取り付ける場合

コネクター

１．フロントパネルのリアカバーを取り付けている４本のビスを外し、

リアカバーを外します。

２．BU-2をフロントパネルの基板上にあるコネクターに差し込みます。
３．リアカバーを元の状態に戻して終了です。

BU-2

ペアリング

Bluetooth®ヘッドセットを使用する際は、最初に Bluetooth®ヘッド

セットを認識させるための操作 (ペアリング操作 )が必要です。

ペアリング操作の方法は“BU-1”と同じですので、詳しくは無線機
本体の取扱説明書をご覧ください。

“BU-2”は、最大８つまでのペアリング情報を保存することができます。
複数のペアリング情報を保存させたい場合は、使用するBluetooth®ヘッ

ドセットごとに、ペアリング操作を行ってください。

・	 ８つのペアリング情報が保存された状態で新たにペアリング操作を

行うと、一番古いペアリング情報が消去されます。

・	 複数のペアリング情報が保存されていても、複数の Bluetooth®ヘッ

ドセットを同時に使用することはできません。

使用時の注意点

当社のオプションではない Bluetooth®ヘッドセット機器を使用した後

に、“BH-1A/-2A”を使用する際は、“BH-1A/-2A”の PTTスイッチを
一回押してから使用してください。

オプションの Bluetooth®ユニット“BU-2”の使用方法は、無線機本体の取扱説明書に記載してある、従来品の“BU-1”を使用した“Bluetooth®ヘッ

ドセットを使う”の説明とほぼ同じ操作方法です。

“BU-2”独自の機能説明は、本取扱説明書に記載してありますので、無線機本体の取扱説明書と併せてお読みください。

Bluetooth®ユニット“BU-2”の取り付けかた

Bluetooth®ユニット“BU-2”の機能

ペアリング情報のリセット

“BU-2”は、８つのペアリング情報が保存された状態で新たにペアリン
グ操作を行うと、一番古いペアリング情報を消去して、新しいペアリ

ング情報を保存します。

そのため、通常はペアリング情報のリセット (初期化 )を行う必要は

ありません。

リセットを行う必要がある場合は、以下の操作を行うことにより、保

存されている全てのペアリング情報を消去することができます。

１.無線機本体の電源を“OFF”にします。

２.“BU-2”基板上にあるスイッチを押しながら無線機本体の電源を
“ON”にし、約５秒以上スイッチを押したままにします。

・	スイッチを押す際は、電気を通さない絶縁物で押してください。

金属製の物で押すと故障の原因になります。

スイッチ

ご使用の無線機によっては、構造上スイッチを押すことが困難な

場合があります。

その際は薄い絶縁物 (プラスチック製のカードなど )を使用して

ください。
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八重洲無線株式会社
〒 140-0002 東京都品川区東品川 2-5-8　天王洲パークサイドビル

フロントパネルへの取り付け

FTM-10Sのフロントパネルに取り付ける場合は、手順４から行って
ください。

FTM-10/Hに取り付ける場合

１．フロントパネルを取り付けている

４本のビスを外し、フロントパネ

ルを本体から外します。

２．フロントパネルと本体を接続して

いるコントロールケーブルを外し

ます。

３．フロントパネルとサブパネルを取

り付けているビスを外し、サブパ

ネルを外します。

４．フロントパネルのリアカバーを取

り付けている４本のビスを外し、

リアカバーを外します。

・	リアカバーとフロントパネルは、

細い線で接続されていますので、

線を切らないように作業には注

意してください。

５．“BU-2”をフロントパネルの基板上
にあるコネクターに差し込みます。

６．これまでの操作の逆の手順で、リ

アカバー、サブパネル、コントロー

ルケーブルを元の状態に戻し、フロ

ントパネルを本体に取り付けて終了

です。

本体への取り付け

１．フロントパネルを取り付けている

４本のビスを外し、フロントパネ

ルを本体から外します。

２．フロントパネルと本体を接続して

いるコントロールケーブルを外し

ます。

３．付属の六角レンチを使用して、上

ケースを取り付けている４本のボ

ルトを外し、上ケースを本体から

外します。

・	上ケースと本体は、細い線で接

続されていますので、線を切ら

ないように作業には注意してく

ださい。

４．“BU-2”を本体の基板上にあるコ
ネクターに差し込みます。

５．これまでの操作の逆の手順で、上

ケースを元の状態に戻し、フロン

トパネルを本体に取り付けて終了で

す。

“BU-2”を差し込むコネクター

“BU-2”を差し込むコネクター

１．上ケースにあるカバーを取り付けている４本のビスを外し、カバー

を本体から外します。

・	カバー裏面には、防水のためのパッキンが取り付けられていま

す。パッキンを外したり、キズをつけたりしないように注意し

てください。

２．BU-2を本体の基板上にあるコネクターに差し込みます。
３．上ケースに、カバーを４本のビスで取り付けて終了です。

・	カバー裏面の防水パッキンが、正しく取り付けられているか、

ゴミなどが付着していないかを確認してください。

・	防水性能を損なわないように、４本のビスは均等に締めてくだ

さい。

BU-2を差し込むコネクター

FTM-10Sに取り付ける場合	( フロントパネルへの取り付けかたは、“FTM-10/Hに取り付ける場合”をご覧ください )

本製品または他の当社製品についてのお問い合わせは，お買い上げいた

だきました販売店または，当社アマチュアカスタマーサポート (電話：

03-6711-4045) にお願いいたします．


